
研修レビュー

課題は、受講企業自身が持っている開発テーマ
を取り上げます。平成14年から、現在まで5年間
で56企業が受講しています。20日間の講座で商
品戦略、商品企画、デザイン開発、販売促進の方向
性を決定します。受講後すぐに自社商品を発売し
た企業は56企業中2社ですが、さらに量産化に向
けての設計や検討がなされて、早ければ半年から
1年後に商品化し販売した企業もあります。また、
講座で学んだ工業デザインプロセスを社内でも
う一度繰り返し、自社であらたに開発を進めてい
るケースもあります。

『何をつくり、どこ
の市場に進出し、誰を
ターゲットにし、その
人にどのように使って
欲しいのかのシーンを
イメージする』ことか
ら始まります。開発し

たい商品イメージを何枚もスケッチして、どうい
うことをやりたいのか、自分（自社）にどんな技術
があるのかを受講企業同士プレゼンします。さら
に、開発商品のテーマ、特性の説明、大まかな外観
や色彩（イメージ）、ユーザーシーンを加えた発表
です。講師は細かな質問や講評をします（図2）。

次のステップとして、
講師が企業を訪問し社
内の協力体制や開発能
力を確認します。商品企
画段階に進み、マーケテ
ィングの4P※を確認し
て行きます（図3、図4）。
さらに、これらを1枚
のボードにまとめ、商品
企画として全員が発表
します。
当然、知的財産権につ
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本講座は「売れる商品づくり」という視点か
ら、外装や色彩主体のものづくりを超え、マー
ケティングの領域から商品を設計します。数多
くの現場を経験しているプロフェッショナル
（工業デザイナー、弁理士、マーケティングプラ
ンナー）が７ヶ月にわたり工業デザインプロセ
スに従って直接指導します。
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※4PはProduct (商品)、Price(価格)、Place (場所)、Promotion
(販売促進)の略
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いてもきちんと調査を
します。パソコン教室を
使用し、特許庁IPDLを
使い先行特許の検索を
行い、先行品調査をしま
す（図5）。

商品企画段階で開発
商品の方向性を決定し
た後、デザインの展開
に入ります。この段階
では、顧客目線が重要
視され、機能をはじめ
として使い勝手、触感、
大きさ、重量、材質、
色彩、外形、外装、操
作性、取り扱い、取り
付け方法等、モデルを
作り確認して販売促進
方法や営業ツールに至

るまで細部にわたって検討して行きます。その
ため、講師と受講生同士で互いに厳しい質問の
やり取りが行われます（図6、図7）。

自社開発の商品を他
人にきちんと伝達する
ために欠かせないもの
がコミュニケーション
技術です。商品デザイ
ン基礎講座では、講義
の中で何度もプレゼン
テーションを行い、自
分の考えを可視化、さ
らに形あるものに具現
化させ発表します（図8、
図9）。2月6日に20回目
として、公開プレゼン

テーションを行います。広く一般の方達にも自
分たちの新開発品に関する考えを整理して発表
することで、ここでも講師全員が厳しくもあた
たかい最後の講評を送ります。

（耳鼻咽喉科用治療椅子製造販売）は受講され
た代表が急逝され、新商品開発が途切れていま
した。後を次いだ方が代表の残したセミナー講
義資料の分厚いファイルを何度も見返しながら
開発を続け、デザイナーと活発な意見を交わし
て、新製品を創る過程を「これは、こういう意
味だったのね」と納得しながら着実に前進して
います。

（カメラ周辺機器製造販売）は当時、専務が自
分の感性のみで、モデル検討もせずに工場内で
すぐ削り出して製品に仕上げていた企業です。
現在では顧客目線を重要視し、専門雑誌にもた
びたび取り上げられるようになり、ユーザーか
らは「Ｕブランド」と言われるまでになってい
ます。

（医療用材料製造販売）は講座終了後、約10ヶ
月してから、「販売開始しました」とカタログ
を添付してメールを送付して下さいました。講
座終了後から、参加社員が組み立てた商品企画
段階のモデルを元に様々な試験や試作制作を繰
り返し、さらに、営業体制を整え販売開始にた
どり着きました。社員数180人の会社規模でも
これだけ企画から商品化までに時間がかかるの
です。
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この講座は今回で5回目です。参加企業の規模
は様々ですが、それぞれに自社の新商品開発を
目指して参加しています。中小・零細製造業に
とって自社新商品を開発し、さらに販売してい
くには、膨大なエネルギーを注ぎ込む必要があ
ります。しかし、この講座を受講された企業にと
って新商品（製品）開発の推進力になっています。


